






What ‘understanding of the text’ means.
― On learning of reading the expository texts―
Nobuyoshi Morita
　　 The aim of this paper is to explicate the structures and levels of reading the expository texts at the 
elementary schools.　The structures and levels of reading the expository texts can be classified into 2 kinds 
and 4 levels as follows: Structure I (Reading the texts literally), Structure II (Reading the texts critically); 
and level 1 (Reading the contents of the texts literally), level 2 (Reading the logical structure of the texts 
literally), level 3 (Reading the contents of the texts critically), and level 4 (Reading the logical structureb of 
the texts critically).　In many classrooms, ‘Understanding’ means the reading of the text at level 1 or level 2, 
but to become independent readers, children should read the text critically, as they do in the daily lives 
outside the Japanese language classrooms and schools which mean ‘authentic situation’.　In this paper, I 
have proposed some methods to improve the qualities of reading the texts.





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行列をつくるアリ             ３年　Y・R
　行列をつくるアリにアミメアリというアリがいます。その行列は，
アリの巣から，えさのある所まで，ずっと続いています。アミメアリは，
ものがよく見えません。それなのに，なぜ，行列ができるのでしょうか。
　アメリカに，ウイルソンという学者がいます。この人は，次のよう
な実験をして，アリの様子をかんさつしました。
　はじめに，アリの巣から少しはなれた所に，ひとつまみのさとうを
おきました。しばらくすると，一ぴきのアリが，そのさとうを見つけ
ました。これは，えさをさがすために，外に出ていたはたらきアリです。
アリは，やがて，巣に帰っていきました。すると，巣の中から，たく
さんのはたらきアリが，次々と出てきました。そして，列を作って，
さとうの所まで行きました。ふしぎなことに，その行列は，はじめの
アリが巣に帰るときに通った道すじから，外れていないのです。
　次に，この道すじに大きな石をおいて，アリの行く手をさえぎって
みました。すると，アリの行列は，石の所でみだれて，ちりじりになっ
てしまいました。ようやく，一ぴきのアリが，石のむこうがわに道の
つづきを見つけました。そして，さとうにむかって進んでいきました。
そのうちに，ほかのアリたちも，一ぴき二ひきと道を見つけて歩きだ
しました。まただんだんに，アリの行列ができていきました。目的地
に着くと，アリは，さとうのつぶをもって，巣に帰っていきました。
帰るときも，行列の道すじはかわりません。アリの行列は，さとうの
かたまりがなくなるまでつづきました。
　これらのかんさつから，ウイルソンは，はたらきアリが，地面に何
か道しるべになるものをつけておいたのではないか，と考えました。
　そこで，ウイルソンは，はたらきアリの体の仕組みを，細かに研究
してみました。すると，アリは，おしりの所から，とくべつのえきを
出すことが分かりました。それは，においのある，じょうはつしやす
いえきです。
　この研究から，ウイルソンは，アリの行列のできるわけを知ること
ができました。
　はたらきアリは，えさを見つけると，道しるべとして，地面にこの
えきを付つながら帰るのです。ほかのはたらきアリたちは，そのにお
いをかいで，においにそってあるいていきます。そして，そのはたら
きアリたちも，えさをもって帰るときに，同じように，えさを地面に
つけながら歩くのです。そのため，えさが多いほど，においが強くな
ります。
　このように，においをたどって，えさの所へ行ったり，巣に帰った
りするので，アリの行列ができるというわけです。
　また，アミメアリは，行列を作りますが，オオクロアリやクロヤマ
アリなどは，せいぜい数匹がかたまる程度で，行列を作ることはあり
ません。これらのアリは，同じようにおしりの所からとくべつのえき
を出すのに，どうして行列を作るアリと作らないアリがいるのでしょ
うか。
　その理由は，アミメアリは，ひじょうに小さいアリですが，オオク
ロアリなどは体が大きいので，食べ物を自分だけで運ぶことができ，
運ぶことができないような大きな食べ物は，小さく切りはなしてはこ
んだり，数ひきの仲間といっしょに運んだりするからです。
